
 

 

 

 
 

上野地域連絡会

https://uenochiiki.com

令和 6 年度 

総会開催のご案内 
日時：5 月 26 日(日) 

13:30～14:30 
場所：堀田会館１階

上野地域連絡会 
560-0011 上野西 1-11-33 堀田会館 1F 
TEL：06-6848-4252   
FAX：06-6848-4253 
E-mail :minnano.ueno.koho@gmail.com  

 

ホームページからも情報をご覧いただけます 
 

1月 1日、能登半島に震度 7の大地震が発生し
ました。地震は時間、場所を選びません。豊中
にもいつ襲ってくるか誰も予測できません。津
波のおそれがないにしても、断層のずれ、液状
化は起こり得ます。日頃の備え、心構えが大切
だと痛感いたします。ご近所の一人暮らしの方
やお年寄りのおられるご家庭など、日頃から把
握しておき、いざという時の安否確認ができる
ようにしたいと思います。 

下の QR コードから
上野地域連絡会に関
するアンケートにご
協力をお願いします 
回答締切：4 月 10 日 
 

上野地域連絡会アンケート 

 

上野地域連絡会 HP 
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編集後記 

このたびの石川県能登半島地震により
亡くなられた方々に深く哀悼の意を表
するとともに、被災された皆さまに心
よりお見舞いを申しあげます。 

コロナも五類となり、今回の防災訓練
は制限なしとなり、より多くの参加者
を期待し、校区の全児童と 2 校の中学
生にもお知らせしました。近くの高校
生のボランティアや、保護者の参加も
ありました。 
体育館では、シェイクアウトの実施と
NHKの啓発DVDの視聴が好評でした。
間仕切りテント 3 基。運動場では、消
防署の協力で、煙体験、消防車の活動説
明、担架の組み立て。また、新しい資機
材の説明や太陽光発電機の説明、ダン
ボールトイレの組み立てなど、どのブ
ースも多くの方が興味を示されまし
た。今回もライブ配信を実施しました。 
皆さん、「備えあれば患いなし」です。 

上野地域連絡会会長 渡邉美代子 

2023 年 11 月 19 日 

業者による太陽光発電の説明 

体育館に設置した授乳テント 

NHKの啓発 DVDの視聴 

消防隊員による毛布を使った
応急担架作成の説明 

豊高生のボランティアが受付 

簡易トイレに子どもも興味津々 

今回、上野校区の訓練に参加させていただき、煙体験、
応急担架作成、豊中市の消防車両（小型水槽付消防車）
の説明、及び指導をさせていただきました。皆さまの
真剣な姿勢に、地域は自分たちで守るという高い連帯
感を感じることができました。特によかった点としま
しては、防災訓練を進行するなかで、班分けがしっか
りと行われ、各班の役割分担や連絡体制が確立されて
いました。このことは災害時の役割分担にも必ず活か
されると思います。消防署としても、自主防災訓練の
活動を支援するため、今後も様々な面で協力していき
たいと思います。 

『上野小学校区防災訓練（上野地域連絡会）に参加して』北消防署第３警備係 大野俊成さまより  

煙体験 消防車両の説明 



防災訓練参加者アンケートの回答報告 

今年は分館室でのカルタや百人一首な
ど、室内遊びも復活しました。どのブー
スも子どもたちの楽しそうな笑顔と、そ
れを見守るボランティアの方々の優し
い笑顔であふれていました。
 

必要と思った防災倉庫の資機材 ※すでに倉庫にそろっているものもあります
 

全市一斉防災訓練 2024 年 1 月 20 日 
災害時における地域と行政
の協力体制を築くことを目
的に、府北部を震源とする大
規模地震の発生を想定した、
豊中市初となる全市一斉防
災訓練が実施されました。堀
田会館では、避難行動要支援 
者の名簿を用いた安否確認訓練が行われました。 

上野校区ステッカー貼り・巡視
2023 年 12 月 9 日 
通学路の電柱に掲示してある犯罪抑
止を目的とした青色のステッカー
を、古くなったものから新しく貼り
替えていく作業に参加協力しまし
た。また、あわせて校区内の危険個所
の確認も行いました。 

 

令和５年度地域自治組織交流会・人権研修 
2024 年 1 月 30 日 

市役所会議室にて、豊中市内
９校区の地域自治組織の交
流会が開催されました。お互
いの活動報告、防災倉庫の設
置について、次世代の育成な
ど、さまざまな意見交換が行
われました。 

上野地域連絡会運営委員研修会 2024年 2月4日 
体験型防災学習施設『あべの
タスカル』にて、必ずやって
くる災害に備え、助かる力、
助ける力を学びました。震度
7体験、消火訓練、煙体験、
震災後の街並み様子の見学
など、バーチャルな体験を通

し、日頃からの防災意識をより高めることができました。 

三中校区・十一中校区健全育
成会より「元気なあいさつ 
いい気持ち」の素敵な横断幕
が上野小学校へ贈呈され、正
面玄関を入った右手壁面に
設置されました。 

令和 6 年豊中市消防出初式 
2024 年 1 月 7日 
豊中市の自主防災組織として、上野
地域連絡会からは３名が参加し、入
場行進をしました。今回初となる災
害対応ドローンを使った訓練や、11
階まで消火活動ができる 35mのはし
ご車が披露されました。 

防災市民講座に参加 2024 年 2 月 10 日 
豊中市が進める「災害に強いまちづくり」の取り組みの 

一環として開催された防災
市民講座に参加しました。陸
上自衛隊幹部自衛官による
防災講演会では、能登半島地
震の救助復旧の状況など、自
助、共助、公助の大切さをお
話しいただきました。 

参加してのご感想・ご意見（一部抜粋） 
 

防災訓練のなかで興味のあったもの 
（複数回答可） ・防災倉庫の存在をもっと周知してほしい。

・トイレの重要性を認識できた。簡易トイレを用意したい。
・家の防災グッズ・備蓄を見直したい。備えの必要性を再認識できた。
・自分で実際にする訓練が多く興味が持てた。実物を見て、知れて、ためになった。
・日ごろあまり目にできない機材を見せてもらいながらの説明がわかりやすかった。
・消防署や業者の方からの、現場での体験などを交えた説明が聞けてよかった。
・煙体験は有意義だった。実際に体験することの重要性を感じた。
・若い方の参加が少ない。子どもたちがもっと参加できる機会がほしい。
・たくさんの人々が楽しく参加できる内容を工夫してほしい。
・小規模団体ではできないようなことをしてほしい。
・毎年参加して新しい知識を身につけていく必要性を感じた。来年も参加したい。
・防災について考えるいい機会となった。防災に関する意識づけに役立った。

保温用のアルミシート、毛布（寒さ除け）、防寒具、手袋（軍手）、怪我の固定に使えるサラシなどの布、スリッパ（足の保護）、
使い方が分かる説明書（簡易なもの）、簡易トイレ、凝固剤、バケツ、医療用品（救急セット）、乾電池、車いす、発電機、燃料、
テント、マキ、水（水タンク）、ヘルメット、ヘッドライト、ビニール袋、ゴミ袋、生理用品、トイレ用品、尿パット、パンツ、
空気圧膨張ジャッキ、体育館などの避難所での仕切り、ダンボールベッド、非常食、食糧、鍋類 など

2024 年３月吉日 
上野校区にお住まい、お勤めの皆さま 

上野校区で活動されている皆さま 

上野地域連絡会 

上野地域連絡会代議員・運営委員の公募のお知らせ 

 いつも地域活動へのご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。   

 この上野校区では皆さまが安心して住み続けられる街づくりを目指し、17 の地域団体が「上野地域

連絡会」として、地域の魅力や課題を皆さまと共有していけるよう、さまざまな活動に取り組んでおり

ます。「開かれた組織の運営」を目指し、2024 年度代議員・運営委員としてご参加いただける方を地

域の皆さまより公募いたします。 

 上野地域連絡会の活動趣旨をご理解いただき、ご応募いただきますようお願い申し上げます。 


